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師の下で某学会の漢方専門医の研修を開始するまで、日本漢方と中医学の違いすら全く知らない

状態であった。研修前の見学を終えた後、紹介された師の著書を読み、書店で関連書籍に触れて、中

医学の体系だった理論に非常に驚き、「漢方」への見方が大きく変わったことをよく覚えている。 

私は学生ではなく、クリニックで診療活動をしている臨床医であるので、実際に中医学を学ぶと

言っても、日常の仕事に活用できなければ仕方がない。今回は、師について研修を始めてからこれ

まで行ってきたことについて振り返りたい。 

個人的に中医学を実際に学ぶにあたってまず最も大切なことは、基本的な言葉や概念をしっかり

覚えることである。次に有名な中薬や方剤に関してまずは理屈抜きに暗記してしまうことである。

ここまでは、ただただ繰り返し呪文のように覚えることが重要である。この土台がなければ、この

世界の内部の人々と会話も出来なければ、まともに書籍も理解できない。 

次に基本的な教科書を１冊丁寧に繰り返し読むことである。そして、中医臨床カンファレンスな

どに参加し、自分の理解がずれていないか確認する。繰り返し参加することで、知識や概念の重要

度、共通認識を学ぶ。エキスパートの説明を聴きながら知識や理論の運用や連関を意識し学ぶ。そ

して手持ちの本に戻って繰り返し知識の習得を繰り返す。同時に、このあたりから鑑別診断や方剤

の運用についても書籍を読み込んで学ぶ。 

以上のように座学を進める一方で、実際の現場で使える様にならなければ、臨床医としては何の

意味もないので、外来陪席を通して現場での知識の運用をみつつ、手技を繰り返しながら診察技法

や所見について習得することが非常に重要である。 

また、自分一人の外来で学んだ知識や診察技法を駆使しながら、診療経験を積み上げていくこと

はなお重要と考える。 

 


